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町 田 市 議 会 だ よ り （６）No.１４０２００１年（平成１３年）４月２９日

委員会の審査から
市議会には、４つの常任委員会が設置さ
れており、本会議で付託された議案・請願
等、各所管事項について詳細にわたり審査
を行いました。その中から、各委員会の主
な審査状況をお知らせします。

企企
画画
総総
務務

町
田
市
手
数
料
条
例
の
一

部
改
正

委
員

東
京
都
の
公
害
条
例
の

改
正
目
的
は
。

担
当
者

都
民
の
健
康
と
安
全

を
確
保
す
る
こ
と
に
主
眼
を
お
い

た
改
正
で
す
。

町
田
市
議
会
政
務
調
査
費

の
交
付
に
関
す
る
条
例

委
員

政
務
調
査
費
は
、
月
額

六
万
円
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
の

額
に
し
た
積
算
根
拠
は
何
か
。

担
当
者

町
田
市
特
別
職
報
酬

等
及
び
政
務
調
査
費
審
議
会
に
諮

問
し
ま
し
た
。
本
年
度
ま
で
要
綱

に
基
づ
い
て
調
査
研
究
費
で
支
出

し
て
き
た
と
い
う
経
過
が
あ
り
ま

す
。
現
在
の
月
額
五
万
五
、
〇
〇

〇
円
で
は
、
不
足
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
の
で
、
五
、
〇
〇
〇

円
引
き
上
げ
て
諮
問
し
ま
し
た
。

土
地
の
売
払
い
に
つ
い
て

委
員

鉄
建
建
設
が
ど
こ
か
に

売
っ
て
物
流
セ
ン
タ
ー
に
な
る
と

の
こ
と
だ
が
、
将
来
、
転
売
さ
れ

る
可
能
性
も
あ
る
。
担
保
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

担
当
者

鉄
建
建
設
が
窓
口
と

な
り
、
配
送
セ
ン
タ
ー
に
し
た
い

と
い
う
企
業
が
譲
り
受
け
た
い
と

い
う
こ
と
で
き
て
い
ま
す
。
三
年

以
上
使
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
こ

と
を
書
面
で
担
保
と
さ
せ
て
も
ら

う
よ
う
、
考
え
て
い
ま
す
。

庁
舎
維
持
管
理
費

委
員

本
庁
舎
耐
震
補
強
工
事

費
に
お
い
て
、
ど
の
程
度
の
工
事

内
容
か
。

担
当
者

二
年
前
に
予
算
計
上

し
た
の
と
同
じ
で
す
。
炭
素
繊
維

成
形
盤
工
法
で
、
柱
に
炭
素
繊
維

を
巻
い
て
、
座
屈
を
防
ご
う
と
い

う
工
事
で
す
。

委
員

今
の
庁
舎
を
何
年
使
用

す
る
計
画
か
。

担
当
者

今
時
点
で
、
七
年
ぐ

ら
い
の
年
数
を
要
し
ま
す
。

都都
市市
環環
境境

交
通
輸
送
対
策
費

委
員

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

（
町
田
ル
ー
ト
）
検
討
調
査
委
託

料
に
つ
い
て
、
導
入
空
間
の
確
保

の
進
捗
率
は
。

担
当
者

ま
ず
、
多
摩
市
か
ら

小
野
路
西
部
区
画
整
理
区
域
に
入

り
、
小
山
田
の
扇
橋
ま
で
が
区
画

整
理
区
域
で
あ
る
の
で
、
そ
こ
ま

で
は
区
画
整
理
の
中
で
導
入
空
間

を
確
保
し
て
い
き
た
い
。
次
に
、

区
画
整
理
の
境
か
ら
小
山
田
桜
台

ま
で
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
都
市
計

画
決
定
を
し
て
い
な
い
の
で
、
小

野
路
西
部
区
画
整
理
で
街
路
計
画

を
立
て
る
際
に
計
画
変
更
を
し

て
、
そ
の
中
で
確
保
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
小
山
田
桜
台
か
ら
都

市
計
画
道
路
三
・
三
・
三
六
号
線

を
経
由
し
て
町
田
街
道
へ
至
る
部

分
に
つ
い
て
は
、
道
路
幅
員
が
現

在
一
八
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
の
で
、

二
メ
ー
ト
ル
ず
つ
拡
幅
し
て
二
二

メ
ー
ト
ル
と
し
た
い
。
さ
ら
に
、

忠
生
公
園
大
橋
以
降
に
つ
い
て

は
、
古
淵
か
ら
の
街
路
ま
で
の
部

分
は
道
路
の
完
成
と
と
も
に
一
〇

〇
％
の
確
保
と
な
り
、
そ
れ
以
降

の
芹
ヶ
谷
公
園
ま
で
は
全
く
確
保

で
き
て
い
な
い
状
況
で
す
。
最
後

に
、
町
田
街
道
か
ら
町
田
駅
ま
で

の
間
に
つ
い
て
は
、
中
央
通
り
か

ら
町
田
駅
ま
で
の
区
間
が
道
路
工

事
に
着
手
し
た
の
で
、
完
成
と
同

時
に
、
す
で
に
完
成
し
て
い
る
都

市
計
画
道
路
三
・
四
・
一
一
号
線

と
併
せ
て
一
〇
〇
％
の
確
保
と
な

り
ま
す
。

委
員

今
後
ど
の
よ
う
な
方
法

で
東
京
都
へ
働
き
か
け
を
し
て
い

く
の
か
。

担
当
者

す
で
に
理
事
者
が
モ

ノ
レ
ー
ル
会
社
へ
要
請
を
行
っ
た

り
、東
京
都
や
モ
ノ
レ
ー
ル
会
社
、

都
市
基
盤
整
備
公
団
な
ど
で
構
成

す
る
町
田
方
面
別
会
議
等
に
お
い

て
も
、
町
田
市
が
努
力
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

ま
す
が
、
さ
ら
な
る
努
力
を
し
て

い
き
た
い
。

保保
健健
福福
祉祉

町
田
市
薬
師
台
高
齢
者
生

活
訓
練
施
設
条
例

委
員

生
活
訓
練
は
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
か
。

担
当
者

現
在
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
や
老
人
保
健
施
設
で
、

要
介
護
と
か
非
該
当
、
自
立
と
判

断
さ
れ
た
方
は
、
退
所
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
す
が
、
特
養
に
つ
い
て

は
五
年
間
の
猶
予
期
間
が
あ
る
の

で
、
即
退
所
と
い
う
事
態
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
判
定
が

で
た
方
に
は
、
今
、
生
活
支
援
型

と
い
う
形
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
、
あ
る
い
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

等
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
サ
ー
ビ
ス
を
お
使
い
い
た
だ

き
、
日
常
生
活
の
、
例
え
ば
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
で
料
理
の
つ
く
り
方
を

一
緒
に
や
っ
て
い
く
等
、
独
立
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
な
指
導
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

委
員

第
七
条
の
使
用
料
の
月

額
三
万
円
の
根
拠
と
、
第
六
条
の

使
用
期
間
は
入
所
日
か
ら
一
年
と

す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
一
年
以

内
に
、
こ
の
施
設
を
出
ら
れ
な
い

場
合
の
対
応
に
つ
い
て
は
ど
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

担
当
者

利
用
料
金
に
つ
い
て

は
、
同
類
の
施
設
で
あ
る
高
齢
者

生
活
セ
ン
タ
ー
と
い
う
施
設
の
使

用
料
と
同
じ
よ
う
な
負
担
を
決
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
年
を
経
過

し
た
後
、
在
宅
に
復
帰
す
る
に
当

た
り
、
市
も
当
然
か
か
わ
り
ま
す

が
、
そ
れ
に
か
か
わ
っ
た
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
薬
師
台
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
の

の
も
と
に
、
在
宅
に
至
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
つ
く
り
、
速
や
か
に
在
宅

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
人

ひ
と
り
の
こ
と
で
す
か
ら
、
総
合

的
に
評
価
を
し
て
、
退
所
プ
ロ
グ

ラ
ム
等
を
つ
く
り
ま
す
が
、
そ
の

時
点
で
無
理
が
あ
っ
て
は
い
け
な

い
の
で
、
一
年
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
柔
軟
に
対
処
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

文文
教教
生生
活活

町
田
市
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
改
正

委
員

条
例
の
改
正
に
よ
り
、

市
民
の
負
担
が
ど
の
程
度
ふ
え
る

の
か
。

担
当
者

介
護
納
付
金
課
税
の

う
ち
所
得
割
と
均
等
割
を
変
更

し
、
対
象
の
四
〇
歳
か
ら
六
五
歳

未
満
の
方
が
、
年
間
一
、
七
二
五

円
の
値
上
げ
に
な
り
ま
す
。

委
員

金
額
の
大
小
を
問
わ

ず
、
こ
れ
以
上
負
担
が
ふ
え
る
こ

と
は
、
か
な
り
厳
し
い
と
思
う
が

そ
の
点
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

担
当
者

介
護
納
付
金
は
国
保

本
来
の
保
険
事
業
で
は
な
く
、
介

護
保
険
料
を
被
保
険
者
が
負
担
す

る
新
し
い
事
業
な
の
で
、
応
分
の

負
担
を
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、
や

む
を
得
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

委
員

市
民
の
負
担
が
ふ
え
る

こ
と
で
、
支
払
い
が
で
き
な
い
方

も
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
こ
と
へ

の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

担
当
者

支
払
い
が
で
き
な
か

っ
た
方
に
は
、
翌
年
度
以
降
五
年

間
の
う
ち
に
支
払
う
分
割
納
入
制

度
を
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

国
際
交
流
推
進
費

委
員

国
際
協
会
の
事
業
内
容

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

担
当
者

外
国
人
向
け
に
日
本

語
教
室
を
開
き
、
昨
年
四
月
か
ら

週
三
回
行
い
、
延
べ
六
〇
八
人
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
週
二
回
開
催

さ
れ
て
い
る
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

な
ど
が
あ
り
、
日
本
人
向
け
に
は

語
学
サ
ー
ク
ル
と
し
て
、
英
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
な
ど
六

カ
国
語
の
語
学
指
導
を
月
二
回
、

隔
週
で
行
っ
て
い
ま
す
。

委
員

指
導
員
や
、
相
談
員
の

謝
礼
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

担
当
者

日
本
語
教
室
の
指
導

者
、
生
活
相
談
員
に
つ
い
て
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
無
償
で
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

平
成
一
二
年
度
三
月
補
正
予
算

は
、
一
般
会
計
を
四
億
一
、
二
八

九
万
五
千
円
更
正
減
し
、
総
額
を

一
、
一
四
一
億
四
、
三
二
三
万
二

千
円
と
す
る
ほ
か
、特
別
会
計（
企

業
会
計
含
む
）
で
は
、
六
億
七
、

三
九
九
万
二
千
円
更
正
減
し
、
総

額
を
九
二
〇
億
六
、
八
三
一
万
円

と
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
一
般

・
各
特
別
会
計
の
総
予
算
額
は
、

二
、
〇
六
二
億
一
、
一
五
四
万
二

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。

市
税
―
四
億
円
、
利
子
割
交
付

金
―
四
億
円
、
地
方
特
例
交
付
金

―
二
億
七
、
〇
〇
四
万
五
千
円
、

財
産
収
入
―
二
億
七
、
四
七
九
万

八
千
円
な
ど
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
総
務
費
】

財
政
事
務
費
の
財
政
調
整
基
金

積
立
金
―
一
八
億
七
、
六
八
〇
万

一
千
円
、
公
共
施
設
整
備
等
基
金

積
立
金
―
二
八
億
円
。

【
衛
生
費
】

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
貯
留
施
設
整

備
費
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
貯
留
施

設
建
設
工
事
費
更
正
減
（
平
成
一

二
〜
一
三
年
度
債
務
負
担
行
為
事

業
）
―
△
五
億
二
、
〇
五
四
万

円
。【

土
木
費
】

公
園
緑
地
整
備
費
の
（
仮
称
）

三
輪
自
然
公
園
用
地
購
入
費
―
一

億
四
、
一
〇
三
万
四
千
円
。

【
消
防
費
】

町
田
消
防
署
成
瀬
出
張
所
設
置

関
連
事
業
用
地
購
入
費
―
一
億

三
、
六
二
八
万
三
千
円
。

【
諸
支
出
金
】

土
地
取
得
事
業
費
の
鶴
見
川
・

麻
生
川
旧
河
川
敷
用
地
購
入
費
―

二
億
四
二
三
万
二
千
円
。

平成１２年度３月

公
民
館
保
留
床
購
入
事
業

議
員

六
、
七
、
八
階
、
そ
れ

ぞ
れ
の
面
積
と
金
額
に
つ
い
て
。

生
涯
学
習
部
長

再
開
発
事
業

に
お
け
る
全
体
事
業
の
土
地
の
面

積
は
、
二
、
〇
〇
四
・
六
七
平

米
、
土
地
の
原
価
六
七
億
一
、
五

八
六
万
三
、
〇
〇
〇
円
、
延
べ
床

面
積
一
万
五
、
四
〇
四
・
八
三
平

米
、
建
物
の
原
価
で
す
が
、
三
五

億
五
、
四
一
八
万
六
、
〇
〇
〇
円

で
す
。
六
、
七
、
八
階
の
専
用
部

分
の
面
積
は
合
計
で
二
、
六
六
九

平
米
に
な
り
、
共
用
部
分
は
全
体

で
一
、
二
一
二
平
米
と
な
り
ま

す
。
金
額
で
す
が
、
土
地
に
つ
い

て
は
一
九
億
五
、
二
二
八
万
八
、

〇
〇
〇
円
、
建
物
は
一
〇
億
三
、

三
一
九
万
八
、
〇
〇
〇
円
と
な
り

ま
す
。

昼
食
注
文
等
委
託
料

議
員

例
え
ば
堺
中
学
校
は
平

均
し
て
一
ク
ラ
ス
一
人
、
こ
う
い

う
利
用
状
況
で
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
業
な
の
か
。

教
育
長

こ
れ
は
難
し
い
問
題

で
、
利
用
者
数
を
ふ
や
す
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
弁
当
を
持
っ
て

こ
ら
れ
な
い
お
子
さ
ん
の
た
め
に

や
っ
て
い
る
こ
と
で
、
当
初
は
パ

ン
の
販
売
業
者
に
人
を
つ
け
て
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
や
は
り

三
〇
食
だ
と
か
で
、
今
の
値
段
で

は
売
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ

り
、そ
の
部
分
は
人
的
な
措
置
で
、

負
担
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
予

算
措
置
を
し
て
い
ま
す
。

本
会
議
の

質
疑
か
ら

補正予算補補正正予予算算
を審議をを審審議議


